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細胞は遺伝子の発現状態が細胞ごとに異なり、生体分子の成分や空間分布が極めて多様である。

このような細胞の多様性と遺伝子発現との関係を理解することは生物学において重要な課題であ

るが、その理解はいまだ十分ではない。これは、従来手法を用いて多様な細胞集団から化学情報・

形態情報をもとに細胞を分取し解析するには多大な時間と労力を要するためである。 

この課題を克服するため、我々はインテ

リジェント画像活性化細胞選抜法

(intelligent image-activated cell sorting, iIACS)

を開発した[1]。iIACS 装置の構成を図 1に

示す。マイクロ流体チップ中に細胞を高速

(1 m/s)に流し、細胞画像を高速周波数多重

顕微鏡[2]で取得する。得られた画像をもと

に分取対象か否かを機械学習（深層学習な

ど）でリアルタイム(<32 ms)に判別し、チッ

プに集積されたピエゾ駆動ソーター[3]で分

取対象の細胞を分取する。 

図 2 に示すように、iIACS に搭載された

周波数多重顕微鏡では様々な細胞の 2 色蛍

光像および透過像が得られた。また、iIACS

により、タンパクが局在した微細藻類細胞

や、血液中の血小板凝集塊を分取すること

に成功した。これらの詳細は講演で述べる。 
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図 1. iIACSの装置構成。 

 

 
図 2. iIACSで取得した様々な細胞の 

2色蛍光像および透過像。 
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